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本
展
は
小
松
市
出
身
で
、
シ
ェ
ル
美
術
賞
展
、
ジ
ャ
パ
ン
エ

ン
バ
美
術
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
で
受
賞
を
重
ね
た
後
、
ド
イ
ツ
に

留
学
し
、
現
在
は
フ
ラ
ン
ス
で
活
動
を
続
け
る
西
田
洋
一
郎
氏

の
、
初
期
作
品
か
ら
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
用
い
た
最
近
作
ま
で
、

五
十
点
に
よ
り
、
そ
の
多
彩
な
絵
画
世
界
を
ご
覧
い
た
だ
く
も

の
で
す
。

西
田
氏
は
、
ク
リ
ス
タ
ル
な
球
体
、
立
方
体
、
三
角
柱
な
ど

が
相
互
に
映
し
合
う
無
限
連
鎖
の
映
像
と
、
光
の
照
射
に
よ
り

生
ず
る
虹
の
七
色
と
影
、
こ
の
三
者
を
緻
密
に
描
い
て
清
冽
な

絵
画
空
間
を
生
み
出
し
ま
し
た
。
そ
の
後
ド
イ
ツ
に
留
学
し
、

西
欧
と
対
峙
す
る
自
己
を
見
つ
め
る
な
か
で
、
画
面
に
は
不
定

形
な
帯
状
の
形
が
加
わ
り
、
空
間
は
歪
み
、
不
条
理
の
世
界
を

垣
間
見
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

そ
し
て
変
容
は
イ
メ
ー
ジ
の
み
に
止
ま
ら
ず
、
そ
れ
を
具
体

化
し
、
定
着
さ
せ
る
も
の
と
し
て
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
深
く
関

わ
り
始
め
ま
す
。

〝
自
然
の
持
つ
法
則
と
知
性
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
絵
画
に
す

る
〞
こ
れ
が
、
西
田
氏
の
現
在
の
制
作
理
念
で
す
が
、
そ
の
言

葉
通
り
、
近
作
で
は
風
景
や
人
体
な
ど
有
機
形
態
を
一
旦
数
値

に
還
元
し
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
処
理
に
よ
り
、
き
ら
め
く
光
の
中

に
再
構
築
す
る
と
い
う
独
自
の
手
法
を
う
か
が
わ
せ
て
い
ま

す
。
無
機
的
な
数
値
が
有
機
的
な
形
と
色
を
生
み
出

し
て
い
く
さ
ま
は
、
分
子
の
連
な
り
が
こ
の
世
の
事

象
を
形
成
す
る
、
そ
の
相
似
形
と
も
み
な
せ
ま
す
。

ア
ク
リ
ル
や
水
彩
な
ど
の
従
来
の
絵
画
作
品
と

共
に
、
動
画
も
含
め
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
グ
ラ
フ
ィ

ッ
ク
ス
に
よ
る
作
品
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
絵
画
の

新
し
い
可
能
性
に
思
い
を
馳
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

な
お
期
間
中
に
は
講
演
会
（
7
、
8
ペ
ー
ジ
参
照
）

も
開
催
さ
れ
ま
す
。

常設展示室（第4展示室）
特別陳列
プリズムのきらめきから

西田洋一郎 絵画空間
6月20日（木）～7月22日（月）

プ
リ
ズ
ム
分
光
画
a

昭
和
57
年

西
田
洋
一
郎
氏

舟
　
ど
こ
か
ら
か
ど
こ
へ
…
　
平
成
14
年

線
の
領
域
へ
の
風
景
　
平
成
4
年

略　　　歴
1948 4月14日、石川県小松市串町に生まれる
1976 第20回シェル美術賞展佳作、'77年3等、'79年佳作
1980 個展（東京セントラル画廊）

第24回シェル美術賞展1等賞
1982 ジャパンエンバ美術コンクール（京都国立近代美術館）、渡独
1983 カッセル芸術大学入学
1984 個展（カッセル）、以後毎年各地で開催
1988 カッセルBBK記念展出品、カッセル芸術大学修了
1989 インド、ネパールを放浪
1993 ブラジル、アルゼンチンで制作
1996 個展「絵画の空間」（ギャラリー・ルフレ、小松）
1997 第26回現代日本美術展（下関市立美術館賞）
1998 フランスに移る
2000 個展（大阪府立現代美術センター）
2001 個展（アートシアターいしかわ）
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「
花
鳥
画
」
で
は
、「
花
」
と
「
鳥
」
だ
け
で
な
く
、
広
く

「
花
木
」
・
「
草
木
」
・
「
動
物
」
・
「
虫
魚
」
・
「
蔬
菜
そ
さ
い

」

な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
動
植
物
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
本
特
集
で
は
、

前
田
育
徳
会
所
蔵
作
品
の
中
か
ら
、
こ
う
し
た
「
花
鳥
」
を
題

材
と
し
た
絵
画
・
工
芸
品
を
紹
介
し
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
そ
の

中
か
ら
三
点
に
つ
い
て
、
簡
単
に
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

江
戸
時
代
に
な
る
と
、
人
々
は
そ
れ
ら
に
博
物
学
的
関
心
を

抱
く
よ
う
に
な
り
、「
科
学
」
と
「
芸
術
」
が
非
常
に
接
近
し

た
「
花
鳥
画
」
が
生
ま
れ
ま
す
。
特
に
諸
大
名
は
、
鷹
狩
を
通

し
て
多
く
の
鳥
類
に
関
す
る
情
報
を
集
め
て
い
ま
し
た
。
領
内

に
は
鷹
場
が
設
け
ら
れ
、
鷹
匠
が
置
か
れ
ま
し
た
。
鷹
匠
は
鷹

狩
の
際
、
鷹
に
よ
っ
て
猟
を
行
な
う
役
職
で
す
が
、
日
頃
よ
り

鷹
の
養
育
・
調
教
を
行
な
う
こ
と
も
重
要
な
任
務
で
し
た
。
加

賀
藩
御
用
絵
師
・
六
代
梅
田
九
栄
（
一
八
〇
〇
年
没
）
に
よ
っ

て
描
か
れ
た
『
鷹
狩
図
絵
巻
（
夏
の
景
）』（
一
巻
）
に
は
、
鷹

狩
に
備
え
て
狩
場
で
鷹
に
鶴
や
白
鳥
を
捕
ら
え
さ
せ
、
調
教
具

合
を
確
か
め
る
鷹
匠
た
ち
の
姿
が
生
き
生
き
と
描
か
れ
て
い
ま

す
。『
鳥
画
帖
』（
一
帖
）
は
鳥
類
を
写
生
し
た
も
の
で
す
が
、

こ
う
し
て
得
ら
れ
た
鳥
類
に
対
す
る
科
学
的
情
報
が
、
丁
寧
に

記
録
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

四
幅
か
ら
成
る
『
四
季
花
鳥
図
』
は
、
明
治
時
代
に
活
躍
し

た
村
瀬
玉
田
・
野
村
文
擧
・
瀧
和
亭
・
川
端
玉
章
の
四
人
の
日
本

画
家
に
よ
り
、
春
・
夏
・
秋
・
冬
の
光
景
が
描
か
れ
た
合
作
で
す
。

玉
田
は
春
の
麦
畑
と
雲
雀
ひ
ば
り

を
、
文
擧
は
夏
の
雲
間
に
飛
ぶ
ホ
ト
ト

ギ
ス
を
、
和
亭
は
秋
の
野
に
降
り
た
鶉
う
ず
ら
を
、
玉
章
は
冬
の
海
上
を

渡
る
千
鳥
を
そ
れ
ぞ
れ
描
き
ま
し
た
。
四
人
は
前
田
家
に
招
か
れ
、

画
題
を
与
え
ら
れ
こ
れ
を
描
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

本
特
集
で
は
こ
の
他
、
山
本
梅
逸
筆
『
林
和
靖
・
花
鳥
図
』

（
三
幅
）、
王
若
水
筆
『
花
鳥
図
』（
三
幅
）、
徳
川
家
綱
筆
『
樹

上
小
鳥
図
』（
一
幅
）
・
『
翡
翠
図
』（
一
幅
）、
徳
川
家
慶
筆

『
日
の
出
に
烏
図
』（
一
幅
）、『
女
三
十
六
歌
仙
色
紙
雉
図
』

（
一
双
）、『
漆
絵
草
花
禽
虫
図
絵
替
角
香
盆
』（
二
枚
）、『
漆
絵

螺
鈿
草
花
文
食
籠
』（
一
合
）、『
箔
絵
花
鳥
文
壺
』（
一
口
）
を

加
え
た
、
合
計
十
二
点
を
紹
介
し
ま
す
。

常設展示室（前田育徳会展示室）
特　集

花鳥画の世界
6月20日（木）～7月22日（月）

常設展示室（第2展示室）
特　集

古九谷・再興九谷
前期　6月20日（木）～7月22日（月）
後期　7月26日（金）～9月10日（火）

五
月
十
九
日
、
N
H
K
の
新
日
曜
美
術
館
で
、「
青
い
桜
・

謎
の
磁
器
・
古
九
谷
の
美
」
が
放
送
さ
れ
、
そ
の
直
後
よ
り

古
九
谷
の
展
示
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
が
、
連
日
続
い
て
い

ま
す
。
《
青
い
桜
＝
青
手
桜
花
散
文
平
鉢

古
九
谷
》
は
、

四
月
の
石
川
県
九
谷
焼
美
術
館
開
館
記
念
展
の
主
要
作
品
と
し

て
貸
し
出
し
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
よ
う
や
く
返
っ
て

来
ま
し
た
の
で
、
こ
の
特
集
展
示
よ
り
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

さ
て
古
九
谷
は
、
明
暦
元
年
頃
か
ら
宝
永
七
年
頃
（
一
六

五
五
頃
〜
一
七
一
〇
頃
）
加
賀
温
泉
郷
で
有
名
な
山
中
温
泉
か

ら
大
聖
寺
川
を
十
三
キ
ロ
あ
ま
り
上
流
に
さ
か
の
ぼ
っ
た
九
谷

の
地
で
焼
成
さ
れ
た
色
絵
磁
器
を
い
い
ま
す
が
、
古
九
谷
窯
廃

絶
後
は
、
加
賀
地
方
で
は
製
陶
が
行
わ
れ
ず
、
窯
業
再
興
の
先

鞭
を
つ
け
た
一
つ
が
、
文
化
四
年
開
窯
し
た
金
沢
の
春
日
山

窯
で
す
。
こ
の
窯
は
文
政
初
年
頃
に
廃
窯
に
な
り
、
そ
れ
を
惜

し
ん
で
加
賀
藩
士
武
田
秀
平
（
号
民
山
）
に
よ
っ
て
、
文
政
五

年
に
開
か
れ
、
赤
絵
細
描
を
特
色
と
す
る
の
が
民
山
窯
で
す
。

い
ず
れ
も
金
沢
地
区
で
の
開
窯
で
す
。

能
美
・
小
松
地
区
で
先
鞭
を
つ
け
た
の
が
文
政
二
年
開
窯
の

若
杉
窯
で
す
。
藩
の
保
護
奨
励
も
あ
っ
て
興
隆
し
、
い
わ
ゆ

る
殖
産
興
業
の
量
産
方
式
に
よ
る
日
用
雑
器
が
中
心
に
焼
か
れ

ま
す
。
ま
た
文
政
二
年
に
は
本
多
貞
吉
に
陶
法
を
学
ん
だ
藪
六

右
衛
門
開
窯
の
小
野
窯
、
弘
化
四
年
小
松
の
松
屋
菊
三
郎
が

主
宰
し
た
蓮
代
寺
窯
、
幕
末
か
ら
明
治
初
年
に
か
け
て
、
華

麗
な
彩
色
金
襴
手
の
技
法
で
一
世
を
風
靡
し
た
九
谷
庄
三
な

ど
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。

他
方
、
江
沼
地
区
で
雄
勁
ゆ
う
け
い

な
筆
致
、
渋
く
て
深
く
、
し
か
も

厚
く
彩
ら
れ
た
豪
放
華
麗
な
古
九
谷
の
再
興
を
め
ざ
し
て
、
文

政
七
年
に
開
窯
し
た
の
が
吉
田
屋
窯
で
す
。
こ
の
ほ
か
、
赤

絵
細
描
を
特
色
と
す
る
、
天
保
三
年
開
窯
の
宮
本
屋
窯
、
吉
田

屋
窯
の
塗
埋
様
式
を
踏
襲
す
る
松
山
窯
、
金
襴
手
で
有
名
な
永

楽
和
全
な
ど
、
今
日
の
江
沼
九
谷
の
流
れ
が
形
成
さ
れ
ま
す
。

九
谷
焼
美
術
館
の
開
館
と
N
H
K
の
放
送
を
契
機
に
、
今
日

の
九
谷
焼
の
源
流
と
な
っ
て
い
る
、
こ
れ
ら
の
諸
窯
の
特
色
と

変
遷
を
ご
鑑
賞
下
さ
い
。

県
文
　
青
手
樹
木
図
平
鉢
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前
田
育
徳
会
展
示
室

特
集
　
花
鳥
画
の
世
界

鷹
狩
図
絵
巻
（
夏
の
景
）

六
代
梅
田
九
栄

き
ゅ
う
え
い

鳥
画
帖

四
季
花
鳥
図
村
瀬
玉
田

ぎ
ょ
く
で
ん
・
野
村
文
擧
ぶ
ん
き
ょ

・
瀧
和
亭

た
き
か
て
い

・
川
端
玉
章

ぎ
ょ
く
し
ょ
う

林
和
靖

り
ん
な
せ
い

・
花
鳥
図

山
本
梅
逸
ば
い
い
つ

花
鳥
図

王
若
水

お
う
じ
ゃ
く
す
い

樹
上
小
鳥
図

徳
川
家
綱

日
の
出
に
烏
図

徳
川
家
慶

女
三
十
六
歌
仙
色
紙
雉
図

第
１
展
示
室

'
色
絵
雉
香
炉

野
々
村
仁
清
に
ん
せ
い

◎
色
絵
雌
雉
香
炉

野
々
村
仁
清

第
２
展
示
室
（
古
美
術
）

特
集
　
古
九
谷
・
再
興
九
谷
　
前
期

古
九
谷

○
□
色
絵
布
袋
ほ
て
い

図
平
鉢

□
色
絵
鳳
凰
ほ
う
お
う

図
平
鉢

□
青
手
樹
木
図
平
鉢

青
手
桜
花
散
文
平
鉢

青
手
老
松
図
平
鉢

再
興
九
谷

色
絵
万
年
青

お

も

と

図
平
鉢
　
　
　
吉
田
屋
窯

色
絵
竜
虎
図
平
鉢
　
　
　
　
宮
本
屋
窯

色
絵
芦
翡
翠
か
わ
せ
み

図
平
鉢
　
　
　
松
山
窯

色
絵
唐
獅
子
牡
丹
図
平
鉢
　
若
杉
窯

色
絵
自
動
噴
水
器

粟
生
屋

あ

お

や

源
右
衛
門

第
３
・
６
展
示
室
（
近
現
代
美
術
）

油
彩
画

1
9
8
2
年
　
私

鴨
居
　
玲

も
う
ひ
と
つ
の
風
景
―
7

酒
井
幸
雄

裸
女
達
に
捧
ぐ

宮
本
三
郎

空
の
肖
像

森
本
仁
平

雲
崗
石
窟

山
口
操
助

交
霊
術
・
H
A
R
P

吉
田
冨
士
夫

青
空
と
水
門

新
保
甚
平

ア
ラ
ブ
の
旅

高
光
一
也

日
本
画

山
里

石
川
　
義

常設展示室

主な展示作品
6月20日（木）～7月22日（月）
'＝国宝　◎＝重要文化財　○＝重要美術品

□＝石川県指定文化財

青
空
と
水
門
　
新
保
甚
平

◆
観
覧
料

団
体
（
20
名
以
上
）

一　般
350円

大学生
280円

高校生以下は
無料

一　般
280円

大学生
220円

高校生以下は
無料

個
　
　
　
人

□
色
絵
鳳
凰
図
平
鉢
　
古
九
谷

生
生
　
仁
志
出
龍
司

砂
張
稜
線
磨
地
水
指
　
魚
住
安
彦

縛
　
坂
坦
道

夏
日

稲
元
　
実

船
と
人

坂
根
克
介

午
後

中
出
信
昭

生
生

仁
志
出
龍
司

花
車

羽
根
万
象

室
蘭

平
桜
和
正

残
照

曲
子
光
男

彫
塑
・
造
形

古
代
へ
の
想
い

石
田
康
夫

縛

坂
　
坦
道

華
ご
ろ
も

田
中
　
昭

第
４
展
示
室
（
近
現
代
美
術
）

特
集
　
プ
リ
ズ
ム
の
き
ら
め
き
か
ら

西
田
洋
一
郎

絵
画
空
間

※
2
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

第
５
展
示
室
（
近
現
代
美
術
）

陶
芸

彩
釉
鉢

三
代
徳
田
八
十
吉

釉
裏
ゆ
う
り

金
彩
泰
山
木
文
飾
鉢

吉
田
美
統

漆
工

蒔
絵
箱
「
鳴
き
渡
る
」

寺
井
直
次

漆
の
花
生

松
田
権
六

染
色

友
禅
訪
問
着
「
魚
の
む
れ
」

木
村
雨
山

友
禅
白
地
紫
陽
花

あ
じ
さ
い

文
訪
問
着
「
清
裳
」

羽
田
登
喜
男

金
工

砂
張
さ
は
り

銅
鑼

魚
住
為
楽

砂
張
稜
線
磨
地
水
指

魚
住
安
彦

木
竹
・
そ
の
他
の
工
芸

黒
柿
造
食
籠
じ
き
ろ
う

川
北
良
造

桑
造
金
銀
縮
れ
線
象
嵌
ぞ
う
が
ん

飾
棚

氷
見
晃
堂

截
金
き
り
か
ね

彩
色
合
子
ご
う
す

「
花
守
犬
」

西
出
大
三
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昭
和
四
十
四
年
三
月
、
年
度
で
い
え
ば
昭
和
四
十
三
年
度
で

あ
っ
た
が
、
理
屈
を
つ
け
て
十
周
年
記
念
展
と
し
て
開
催
し
た

「
ロ
ー
ト
レ
ッ
ク
展
」
は
、
先
号
で
述
べ
た
よ
う
に
大
変
な
盛

況
の
う
ち
に
終
了
し
た
。
し
か
し
厳
密
に
い
え
ば
四
月
以
降
の

昭
和
四
十
四
年
度
が
十
周
年
に
当
た
る
の
で
、
館
独
自
の
企
画

記
念
展
を
開
催
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

そ
も
そ
も
日
本
古
美
術
の
名
品
を
展
示
紹
介
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
開
館
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、「
開
館
記
念
展
は
日
本

の
古
美
術
で
行
こ
う
」
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
古
美

術
の
名
品
を
単
に
集
め
て
の
展
示
で
は
能
が
無
さ
過
ぎ
る
。
や

は
り
十
周
年
を
豪
華
に
飾
る
内
容
と
名
称
が
必
要
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
私
の
提
案
で
「
琳
派
の
芸
術
」
と
し
て
は
ど
う
か
と
話

し
た
と
こ
ろ
、
先
輩
の
N
氏
か
ら
大
変
な
お
叱
り
を
受
け
た
。

周
知
の
と
お
り
、
今
日
で
も
琳
派
の
作
品
を
一
堂
に
集
め
て
展

観
を
開
催
す
る
と
い
う
こ
と
は
至
難
の
技
で
あ
る
。
そ
れ
が
開

催
す
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
、
学
芸
員
の
実
績
と
し
て
高
く
評
価

さ
れ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
当
時
と
し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
企
画

を
、
開
館
し
て
わ
ず
か
十
年
し
か
経
っ
て
い
な
い
地
方
の
公
立

美
術
館
が
、
考
え
る
こ
と
自
体
が
無
謀
に
近
か
っ
た
の
で
あ
る
。

た
だ
、
ま
だ
そ
の
頃
は
現
在
の
よ
う
に
美
術
館
が
、
ど
こ
の
地

域
に
で
も
存
在
す
る
と
い
う
状
態
で
は
な
か
っ
た
。
例
え
ば
秋

の
展
観
予
定
な
ら
ば
、
そ
の
年
の
春
か
ら
準
備
に
か
か
る
と
い

う
、
比
較
的
ゆ
っ
た
り
と
行
動
を
起
こ
し
て
も
、
他
の
美
術
館

と
競
合
す
る
こ
と
が
な
い
時
代
だ
っ
た
の
は
幸
い
だ
っ
た
。
し

か
し
そ
れ
に
し
て
も
期
日
が
迫
っ
て
い
た
の
で
、
N
氏
と
私
と

の
出
品
交
渉
の
行
脚
が
す
ぐ
に
始
ま
っ
た
。
互
い
の
努
力
の
甲

斐
も
あ
っ
て
か
、
宗
達
の
風
神
雷

神
の
図
屏
風
を
始
め
と
し
て
、
光

悦
・
宗
達
・
光
琳
・
乾
山
・
抱

一
・
芦
舟
・
始
興
な
ど
と
い
っ
た

著
名
な
名
品
を
、
見
事
に
集
め
る

こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
る
。
今
同

じ
事
を
や
れ
と
い
わ
れ
て
も
、
大

変
な
努
力
が
必
要
か
と
思
わ
れ
る
。

美
術
館
小
史
・
余
話
24

旧
館
開
館
十
周
年
の
歳
を
迎
え
て（
二
）

嶋
崎
　
丞
す
す
む

当
館
館
長

図
書
閲
覧
室
Ｎ
Ｏ
Ｗ

新
着
図
書
紹
介

一
年
間
の
動
向
を
、
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
の
も
と
に
解
説
し

た
図
書
を
「
年
鑑
」
と
呼
び
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
日
本
美
術
に

関
す
る
も
の
で
、
東
京
文
化
財
研
究
所
美
術
部
の
編
集
に
よ
る

も
の
が
、
今
回
取
り
上
げ
る
『
日
本
美
術
年
鑑
　
平
成
十
二

年
版
（
平
成
十
四
年
刊
）』
で
す
。

こ
れ
は
、
毎
年
刊
行
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
情
報
は
二
年
ほ

ど
の
タ
イ
ム
ラ
グ
が
あ
り
ま
す
が
（
本
書
は
平
成
十
一
年
一
月

〜
十
二
月
の
デ
ー
タ
が
対
象
と
な
っ
て
い
る
）、
デ
ー
タ
は
正

確
に
記
述
さ
れ
て
い
ま
す
。
内
容
は
、
ま
ず
年
史
と
し
て
、
主

な
出
来
事
が
月
別
に
簡
潔
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
あ

と
、
開
催
さ
れ
た
展
覧
会
の
情
報
（
タ
イ
ト
ル
・
会
期
・
会

場
・
紹
介
さ
れ
た
文
献
）
が
企
画
展
・
作
家
展
・
団
体
展
に
分

け
て
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
次
に
、
充
実
し
た
美
術
文

献
目
録
が
続
き
ま
す
。
こ
れ
は
雑
誌
・
紀
要
・
新
聞
な
ど
、
主

な
定
期
刊
行
物
に
掲
載
さ
れ
た
美
術
関
係
の
論
文
や
記
事
を
、

内
容
に
よ
っ
て
分
類
整
理
し
、
そ
れ
ぞ
れ
タ
イ
ト
ル
・
著
者
・

掲
載
誌
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
目
録
で
、
か
な
り
く
わ
し
く
調

べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
特
徴
的
な
の
は
、
美
術
展
覧
会
の

図
録
に
関
す
る
文
献
目
録
で
し
ょ
う
。
そ
の
年
に
開
催
さ
れ
た

展
覧
会
を
、
企
画
展
と
作
家
展
に
分
け
、
そ
こ
に
記
載
さ
れ
て

い
る
論
文
の
タ
イ
ト
ル
と
著
者
を
一
覧
に
し
た
も
の
で
、
他
に

あ
ま
り
類
を
み
な
い
も
の
で
す
。
最
後
に
、
物
故
者
の
詳
細
な

略
歴
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
本
書
は
、
そ
の
年
の
わ
が
国
の
美

術
界
の
主
要
な
動
向
を
、
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
有
効
な
ツ

ー
ル
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

※
開
室
時
間
は
午
前
九
時
三
十
分
〜
午
後
四
時
三
十
分
。
貸
出

し
、
コ
ピ
ー
サ
ー
ビ
ス
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

ホ
ー
ル

月
例
映
画
会
楽
屋
裏

こ
れ
ま
で
当
館
で
は
、
毎
月
ホ
ー
ル
（
二
〇
九
席
）
で
、
月

例
映
画
会
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
日
曜
日
の
午
後
、
月
に
二
、

三
回
そ
れ
ぞ
れ
一
、
二
本
の
割
合
で
上
映
し
、
近
年
は
一
年
間

に
約
三
十
回
上
映
会
を
開
催
し
て
き
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
上

映
す
る
フ
ィ
ル
ム
は
、
す
べ
て
十
六
ミ
リ
で
、
当
館
の
所
蔵
に

な
る
も
の
で
す
。
現
在
、
約
一
五
〇
タ
イ
ト
ル
の
フ
ィ
ル
ム
が

あ
り
、
内
容
は
、
絵
画
・
彫
塑
・
工
芸
・
建
築
・
芸
能
・
歴
史

な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
と
り
わ
け
伝
統
工
芸
に
関
す
る
も
の

が
約
半
数
を
占
め
て
お
り
、
当
館
の
映
画
フ
ィ
ル
ム
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
の
特
徴
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
フ
ィ
ル
ム
は
時
間
が
経
つ
と
、

色
味
が
変
化
し
て
き
た
り
、
内
容
的
に
も
不
都
合
な
箇
所
が
で

て
き
た
り
す
る
も
の
で
す
が
、
特
に
、
伝
統
工
芸
の
技
術
記
録

映
画
は
、
時
代
と
と
も
に
忘
れ
去
ら
れ
て
い
く
名
匠
た
ち
の
技

の
粋
を
、
我
々
の
視
覚
に
間
近
に
開
示
し
て
み
せ
て
く
れ
る
点

で
、
非
常
に
貴
重
な
資
料
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

上
映
す
る
フ
ィ
ル
ム
の
選
択
は
、
そ
の
時
の
開
催
中
の
展
覧

会
の
内
容
に
関
係
あ
る
も
の
を
中
心
に
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
て
い

る
の
で
す
が
、
必
ず
し
も
そ
れ
に
該
当
す
る
も
の
が
あ
る
わ
け

で
は
な
い
の
で
、
何
を
映
す
か
頭
を
悩
ま
せ
る
と
こ
ろ
で
す
。

と
に
か
く
、
フ
ィ
ル
ム
の
使
用
頻
度
が
、
あ
ま
り
偏
ら
な
い
よ

う
に
企
画
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
月
例
映
画
会
の
ほ
か
、
毎
年
、

県
内
の
市
町
村
で
開
催
さ
れ
る
移
動
美
術
展
に
も
、
所
蔵
フ
ィ

ル
ム
を
活
用
し
て
い
ま
す
。
美
術
作
品
の
展
示
だ
け
で
な
く
、

美
術
映
画
を
上
映
す
る
こ
と
で
、
地
元
の
人
々
の
作
品
鑑
賞
の

手
引
き
に
し
て
い
た
だ
い
た
り
、
広
く
芸
術
に
親
し
ん
で
い
た

だ
こ
う
と
、
会
期
中
、
毎
日
上
映
会
を
行
っ
て
き
た
わ
け
で
す
。

「開館10周年記念展　琳派の芸術
光悦・宗達・光琳・乾山名作展」図録（絶版）
会期昭和44年10月4日～26日
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第
55
回
二
紀
展
金
沢
展

七
月
七
日（
日
）〜
十
五
日（
月
）

（
第
7
・
8
・
9
展
示
室
）

二
紀
会
は
、『
類
型
化
を
排
す
る
。
具
象
・
非
具
象
を
論
じ
な

い
。
創
造
的
な
個
性
の
発
現
を
尊
重
す
る
。
情
実
を
排
し
新
人

を
抜
擢
し
、
積
極
的
に
世
に
送
る
。』
の
主
張
を
掲
げ
て
昭
和
二

十
二
年
以
来
五
十
五
年
間
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
金
沢
展
は
、

東
京
・
本
展
出
品
作
品
約
一
千
点
の
中
か
ら
厳
選
さ
れ
た
、
大

家
か
ら
新
鋭
ま
で
絵
画
・
彫
刻
あ
わ
せ
て
八
十
二
点
を
基
本
に
、

地
元
出
品
作
家
の
作
品
五
十
六
点
を
加
え
た
計
百
三
十
八
点
を

展
示
し
ま
す
。

入
場
料

一
般
七
〇
〇
円
　
高
大
生
四
〇
〇
円

中
学
生
以
下
無
料
（
団
体
料
金
は
各
一
〇
〇
円
引
）

※
当
館
友
の
会
会
員
は
、
会
員
証
提
示
に
よ
り
団
体
料
金

〈
連
絡
先
〉
金
沢
市
花
里
町
一
五
―
一
二

末
政
哲
夫

1
〇
七
六
―
二
六
三
―
六
〇
七
五

第
16
回
日
本
新
工
芸
石
川
会
展

七
月
十
八
日（
木
）〜
二
十
二
日（
月
）

（
第
7
展
示
室
）

日
本
新
工
芸
家
連
盟
は
、
工
芸
の
原
点
を
見
つ
め
、
各
作
家

が
素
材
を
生
か
し
技
術
を
駆
使
し
て
、
現
代
に
望
ま
れ
て
い
る

生
活
と
美
と
の
調
和
を
テ
ー
マ
と
し
て
制
作
活
動
を
続
け
て
い

ま
す
。
石
川
会
展
も
十
六
回
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

会
員
一
同
一
層
の
努
力
を
重
ね
て
お
り
ま
す
。
よ
り
多
く
の

方
々
に
ご
高
覧
、
ご
批
判
を
戴
き
た
い
と
念
願
し
て
お
り
ま
す
。

主
な
出
品
作
家

北
出
不
二
雄
　
高
光
一
生
　
利
岡
光
仙
　
榎
木
荘
平

組
橋
貞
風
　
　
戸
出
克
彦
　
大
井
幸
子
　
向
瀬
孝
之

入
場
料

一
般
六
〇
〇
円
　
大
学
生
以
下
三
〇
〇
円

※
当
館
友
の
会
会
員
は
、
会
員
証
提
示
に
よ
り
三
〇
〇
円

〈
連
絡
先
〉
金
沢
市
宮
野
町
ト
七
四

戸
出
克
彦

1
〇
七
六
―
二
五
七
―
五
九
五
一

企
画
展
示
室

第
44
回
北
陸
創
造
展

七
月
十
八
日（
木
）〜
二
十
二
日（
月
）

（
第
8
・
9
展
示
室
）

北
陸
創
造
美
術
会
は
、
各
作
家
が
そ
の
主
体
性
に
基
づ
く
オ

リ
ジ
ナ
ル
な
芸
術
を
創
造
す
る
た
め
に
、
も
っ
と
も
自
由
で
活

動
的
な
研
鑚
の
場
を
作
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
六
月

上
旬
、
東
京
都
美
術
館
で
行
わ
れ
た
創
造
展
に
入
選
し
た
作
品

を
中
心
に
、
北
陸
支
部
会
員
百
余
名
が
、
四
部
門
（
洋
画
・
日

本
画
・
彫
刻
・
陶
芸
）
に
わ
た
っ
て
展
示
し
ま
す
。

よ
り
多
く
の
方
々
に
見
て
い
た
だ
き
、
ご
批
評
を
賜
り
た
い

と
念
願
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
意
欲
的
な
同
意
者
と
支
持
者

に
対
し
、
広
く
門
戸
を
開
き
ま
す
。

入
場
無
料

〈
連
絡
先
〉
松
任
市
専
福
寺
町
二
二
八
―
一
五

加
原
和
夫

1
〇
七
六
―
二
七
六
―
六
三
九
五

菅
原
道
真
公
一
一
〇
〇
年
祭
記
念

北
野
天
満
宮
神
宝
展

七
月
二
十
七
日（
土
）〜
八
月
十
八
日（
日
）

（
第
7
・
8
・
9
展
示
室
）

本
展
で
は
、
菅
原
道
真
公
（
八
四
五
〜
九
〇
三
）
の
生
涯
と
そ
の

没
後
の
逸
話
を
描
い
た
国
宝
「
北
野
天
神
縁
起
（
承
久
本
）」
を
は
じ

め
、
加
賀
藩
主
で
あ
る
五
代
綱
紀
・
八
代
重
熈
・
十
三
代
斉
泰
が
そ

れ
ぞ
れ
奉
納
し
た
太
刀
（
い
ず
れ
も
重
文
）、
長
谷
川
等
伯
筆
「
弁

慶
・
昌
俊
図
絵
馬
」（
重
文
）
な
ど
、
北
野
天
満
宮
の
神
宝
約
百
三
十

件
（
国
宝
一
件
、
重
文
十
五
件
、
重
美
二
件
）
を
紹
介
し
ま
す
。
期

間
中
に
は
講
演
会
（
7
、
8
ペ
ー
ジ
参
照
）
も
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

入
場
料
　
一
般
一
一
〇
〇
円
　
高
・
大
生
八
〇
〇
円

小
・
中
生
六
〇
〇
円
　
団
体
料
金
は
各
二
〇
〇
円
引

※
当
館
友
の
会
会
員
は
、
会
員
証
提
示
に
よ
り
団
体
料
金

〈
連
絡
先
〉
金
沢
市
香
林
坊
二
―
七
―
一
五北

陸
中
日
新
聞
事
業
部

1
〇
七
六
―
二
三
三
―
四
六
四
二

各
地
の
展
覧
会

七
月

※
開
催
日
程
、
休
館
日
、
内
容
等
は
直
接
各
館
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

森
正
洋
ー
陶
磁
器
デ
ザ
イ
ン
の
革
新
ー

8
／
4
ま
で

東
京
国
立
近
代
美
術
館
（
東
京
都
千
代
田
区
・
〇
三
―
三
二
一
四
―
二
五
六
一
）

大
英
博
物
館
所
蔵
フ
ラ
ン
ス
素
描
展

ー
フ
ォ
ン
テ
ー
ヌ
ブ
ロ
ー
か
ら
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
へ

7
／
9
〜
9
／
1

国
立
西
洋
美
術
館
（
東
京
都
台
東
区
・
〇
三
―
三
八
二
八
―
五
一
三
一
）

ユ
ト
リ
ロ
展

8
／
4
ま
で

富
山
県
立
近
代
美
術
館
（
富
山
市
・
〇
七
六
―
四
二
一
―
七
一
一
一
）

開
山
夢
窓
国
師
6
5
0
年

大
本
山
相
国
寺
・
金
閣
・
銀
閣
秘
宝
展

7
／
20
〜
8
／
22

岐
阜
市
歴
史
博
物
館
（
岐
阜
市
・
〇
五
八
―
二
六
五
―
〇
〇
一
〇
）

長
浜
・
大
通
寺
の
精
華
ー
近
世
寺
院
と
障
屏
画
ー

7
／
16
〜
8
／
13

滋
賀
県
立
近
代
美
術
館
（
大
津
市
・
〇
七
七
―
五
四
三
―
二
一
一
一
）

江
戸
時
代
の
絵
画
と
文
学

7
／
14
ま
で

奈
良
県
立
美
術
館
（
奈
良
市
・
〇
七
四
二
―
二
三
―
三
九
六
八
）

美
術
の
力
　
ー
時
代
を
拓
く
7
作
家
ー

7
／
13
〜
8
／
25

兵
庫
県
立
美
術
館
（
神
戸
市
中
央
区
・
〇
七
八
―
二
六
二
―
〇
九
〇
一
）

石
川
県
立
美
術
館
所
蔵
品
図
録

税
込
定
価（
円
）三
、
五
〇
〇

前
田
育
徳
会
展
示
室
　
開
館
記
念
名
宝
展

一
、
五
〇
〇

前
田
利
為
と
尊
經
閣
文
庫

二
、
〇
〇
〇

工
芸
作
品
と
図
案
　
―
創
造
へ
の
思
考
―

二
、
〇
〇
〇

前
田
利
家
没
後
4
0
0
年

利
家
が
生
き
た

桃
山
時
代
の
美
術

二
、
五
〇
〇

没
後
25
年
　
写
実
と
幻
想
の
巨
匠

宮
本
三
郎

二
、
三
〇
〇

初
公
開
欧
州
随
一
の
日
本
美
術
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

ラ
ン
ゲ
ン
夫
妻
の
眼

二
、
〇
〇
〇

―
石
川
県
立
美
術
館
所
蔵
―

九
谷
名
品
図
録（
改
訂
版
）

二
、
〇
〇
〇

彫
刻
家
　
吉
田
三
郎

二
、
〇
〇
〇

花
の
様
式
　
ナ
ン
シ
ー
派
展

二
、
二
〇
〇

花
と
緑
の
名
品
展
　
―
自
然
と
の
対
話
―

二
、
〇
〇
〇

日
本
芸
術
院
会
員
　
大
樋
長
左
衛
門
の
世
界

二
、
二
〇
〇

利
家
と
ま
つ
加
賀
百
万
石
物
語
展

二
、
三
〇
〇

※
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
で
販
売
中

郵
送
ご
希
望
の
方
は
当
館
へ
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

（
1
〇
七
六
―
二
三
一
―
七
五
八
〇
）

（
美
術
館
の
本
）

最
新
刊

！！
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※
七
月
二
十
八
日（
日
）の
講
演
会
に
限
り
、
午
前
十
時
三
十
分
よ
り
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
了
承
下
さ
い
。

※
今
月
の
全
館
休
館
日
は
七
月
二
十
三
日（
火
）〜
二
十
五
日（
木
）で
す
。

保
存
の
は
な
し

（
宮
　
衛
　
学
芸
第
二
課
長
）

作
品
と
あ
ゆ
み

講
師
　
西
田
洋
一
郎
氏
（
画
家
）

幻
視
の
画
家
ボ
ッ
シ
ュ
Ⅱ

地
獄
へ
の
下
降
（
23
分
）

彫
漆
　
音
丸
耕
堂
の
わ
ざ
（
30
分
）

幻
視
の
画
家
ボ
ッ
シ
ュ
Ⅲ

千
年
王
国
へ
の
夢
（
23
分
）

有
職
織
物
　
喜
多
川
平
朗
の
わ
ざ
（
29
分
）

仏
像
　
42

西
の
京
の
ほ
と
け
（
2
）

（
谷
口
　
出
　
学
芸
専
門
員
）

北
野
天
神
信
仰
と
加
賀
前
田
家
　
※
午
前
十
時
三
十
分
よ
り
開
催

講
師
　
味み

酒さ
け

安
則
氏
（
太
宰
府
天
満
宮
文
化
研
究
所
主
管
学
芸
員
）

7
／
6
（
土
）

7
／
7
（
日
）

7
／
14
（
日
）

7
／
21
（
日
）

7
／
27
（
土
）

7
／
28
（
日
）

行
　
　
事

月
　
　
日

七
月
の
行
事
案
内
《
入
場
無
料
・
い
ず
れ
も
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
行
い
ま
す
》

講
義
室

ホ
ー
ル

ホ
ー
ル

ホ
ー
ル

講
義
室

ホ
ー
ル

土

曜

講

座

講

演

会

月
例
映
画
会

月
例
映
画
会

土

曜

講

座

講

演

会

内
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
容

会
　
場

末
に
対
す
る
尋
常
な
ら
ぬ
不
安
を
抱
い
て
世
を
去
っ
た
こ
と
な

ど
に
切
実
に
関
与
し
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
無
常
へ
の
想

い
も
ひ
と
し
お
だ
っ
た
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
想
い
に
比

例
し
て
、
自
己
の
存
在
を
証
す
る
こ
と
の
欲
求
も
強
烈
だ
っ
た

こ
と
は
、
今
回
の
展
覧
会
の
「
呼
び
物
」
と
も
い
え
る
利
家
が

所
用
し
た
重
要
文
化
財
「
金
小
札
白
糸
素
懸
威
胴
丸
具
足

き
ん
こ
ざ
ね
し
ろ
い
と
す
が
け
お
ど
し
ど
う
ま
る
ぐ
そ
く

」

（
前
田
育
徳
会
所
蔵
）
や
「
大
鯰
尾
形
兜

お
お
な
ま
ず
お
な
り
か
ぶ
と

」（
尾
山
神
社
所
蔵
）

の
意
匠
、
そ
し
て
石
川
県
指
定
文
化
財
「
前
田
利
家
画
像
」

（
中
山
家
伝
来
）
で
見
せ
て
い
る
、
神
性
と
教
養
を
暗
喩
す
る

ポ
ー
ズ
や
衣
装
の
こ
だ
わ
り
な
ど
か
ら
容
易
に
う
か
が
い
知
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
し
て
前
田
家
が
文
化
政
策
に
力
を
入
れ

て
ゆ
く
の
も
、
無
常
の
世
に
少
し
で
も
種
を
植
え
、
将
来
実
を

結
ぶ
も
の
を
の
こ
そ
う
と
い
う
姿
勢
に
よ
る
も
の
と
考
え
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
今
回
の
展
覧
会
は
、
信
長
、
秀
吉
関
連
の
資

料
と
合
わ
せ
て
、
こ
れ
ら
の
こ
と
を
再
認
識
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

（
村
瀬
博
春
　
学
芸
主
査
）

「
利
家
と
ま
つ
加
賀
百
万
石
物
語
展
〜
前
田
家
と
百
万
石
文
化
〜
」

九
月
十
四
日
（
土
）
〜
十
月
二
十
七
日
（
日
）

前
田
利
家
は
若
い
頃
か
ら
、
筋
金
入
り
の
「
か
ぶ
き
者
」
で

し
た
。
し
か
し
「
か
ぶ
き
者
」
は
改
め
て
述
べ
る
ま
で
も
な
く

利
家
の
専
売
特
許
で
は
な
く
、
室
町
時
代
か
ら
江
戸
時
代
初
期

に
か
け
て
の
時
代
相
を
反
映
し
た
振
る
舞
い
で
し
た
。「
か
ぶ

く
」
と
は
傾
く
と
書
き
、
風
流
を
も
っ
て
派
手
、
華
美
に
化
粧
け
わ
い

し
一
般
常
識
か
ら
極
端
に
逸
脱
し
た
行
動
を
誇
示
す
る
こ
と
を

言
い
ま
す
。

戦
国
時
代
「
か
ぶ
き
者
」
が
横
行
し
た
理
由
と
し
て
、
こ
の

時
代
を
覆
っ
て
い
た
無
常
観
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
一
五
一
八
年

に
成
っ
た
室
町
時
代
の
歌
謡
を
集
め
た
『
閑
吟
集

か
ん
ぎ
ん
し
ゅ
う

』
に
は
、

「
た
だ
何
事
も
か
ご
と
も
夢
幻
や
。
水
の
あ
わ
。（
中
略
）
一
期

は
夢
よ
。
た
だ
狂
人
。」
と
い
う
く
だ
り
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

織
田
信
長
は
幸
若
舞
『
敦
盛
』
の
「
人
間
五
十
年
下
天
の
内
を

く
ら
ぶ
れ
ば
夢
幻
の
如
く
な
り
。
一
度
生
を
受
け
滅
せ
ぬ
も
の

の
あ
る
べ
き
か
。」
の
く
だ
り
を
愛
誦
し
た
こ
と
や
、
豊
臣
秀

吉
の
辞
世
の
歌
が
「
露
と
落
ち
露
と
消
え
に
し
我
が
身
か
な

難
波
の
事
も
夢
の
ま
た
夢
」
だ
っ
た
こ
と
も
想
起
さ
れ
ま
す
。

長
期
に
わ
た
る
戦
乱
や
、
下
克
上
、
背
信
な
ど
の
非
情
さ
や

無
惨
さ
を
日
常
的
に
目
の
当
た
り
に
し
て
い
た
当
時
に
お
い

て
、
盤
石
で
永
続
的
な
も
の
な
ど
な
い
こ
と
は
自
明
の
理
で
あ

っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
現
世
を
夢
幻
と
考
え
る

無
常
観
か
ら
、
生
か
さ
れ
て
在
る
こ
の
現
実
を
精
一
杯
謳
歌
し

よ
う
、
自
分
の
振
る
舞
い
を
他
の
人
々
の
記
憶
に
留
め
、
存
在

し
た
こ
と
の
証
と
し
よ
う
と
い
う
欲
求
が
「
か
ぶ
き
」
へ
の
原

動
力
だ
っ
た
わ
け
で
す
。

前
田
利
家
は
本
能
寺
の
変
で
の
織
田
信
長
の
非
業
の
死
や
、

栄
耀
栄
華
を
極
め
た
豊
臣
秀
吉
が
、
幼
少
の
嫡
子
秀
頼
の
行
く

「
利
家
と
ま
つ

加
賀
百
万
石
物
語
展
」
そ
の
三

企
画
展
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ

次
回
の
展
覧
会

近
代
の
美
術

（
前
田
育
徳
会
展
示
室
）

古
九
谷
・
再
興
九
谷
　
後
期

（
第
２
展
示
室
）

石
川
の
彫
刻
　
昭
和
20
年
代
の
作
品
か
ら（

第
４
展
示
室
）

七
月
二
十
六
日（
金
）〜
九
月
十
日（
火
）

貸
出
中
の
所
蔵
品

七
人
猩
々
図

狩
野
常
信
筆

木
彫
加
彩
人
形
「
つ
つ
井
筒
」

下
口
宗
美
作

計
二
点

展
覧
会
　
―
親
子
で
楽
し
む
美
術
鑑
賞
・
前
期
―

子
供
の
姿
・
家
族
の
姿

会
　
期
　
六
月
一
日（
土
）〜
七
月
十
四
日（
日
）

会
　
場
　
金
沢
市
立
中
村
記
念
美
術
館
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122

石
川
県
立
美
術
館
だ
よ
り

第
二
二
五
号
　
平
成
十
四
年
七
月
一
日
発
行

〒
九
二
〇
―
〇
九
六
三
　
金
沢
市
出
羽
町
二
番
一
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
〇
七
六（
二
三
一
）七
五
八
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
七
六（
二
二
四
）九
五
五
〇

休
　
館
　
日

七
月
二
十
三
日（
火
）〜
二
十
五
日（
木
）

竹
花
入
は
、
竹
の
も
つ
素
朴
な
美
が
愛
好
さ
れ
、
人
工
を
加

え
な
い
自
然
の
美
し
さ
が
、
侘
び
茶
の
精
神
に
か
な
う
も
の
と

し
て
珍
重
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
元
来
、
青
竹
で
一
会
限
り
の
使

い
捨
て
と
さ
れ
た
も
の
で
し
ょ
う
。
茶
会
記
に
は
天
正
十
八
年

（
一
五
九
〇
）
七
月
九
日
に
「
竹
ノ
切
カ
ケ
」（『
天
王
寺
屋
会

記
』）
が
初
見
さ
れ
て
以
来
、「
竹
ノ
筒
」
・
「
竹
一
重
筒
」
等
、

竹
の
花
入
と
確
認
で
き
る
表
記
が
頻
繁
に
登
場
す
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

こ
の
花
入
は
、
茶
の
湯
の
大
成
者
で
あ
る
千
利
休
の
作
と
い

わ
れ
る
竹
二
重
切
で
す
。
竹
花
入
は
天
正
十
八
年
二
月
の
、
豊

臣
秀
吉
が
北
條
氏
征
伐
の
た
め
の
小
田
原
出
陣
の
お
り
に
、
利

休
が
韮
山
の
竹
で
作
っ
た
尺
八
、
一
重
切
、
二
重
切
の
花
入
が

始
ま
り
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
花
入
は
殊
の
ほ
か
丈
の
高

い
二
重
切
で
、
上
下
の
窓
が
大
き
く
、
堂
々
と
し
た
風
格
を
示

し
て
い
ま
す
。
ま
た
内
側
に
は
黒
漆
が
塗
ら
れ
、
浪
と
亀
の
蒔

絵
が
施
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
が
利
休
考
案
の
も
の
と
も
、

後
に
施
さ
れ
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
箱
蓋
表
に
「
利
休

造
二
重
切
筒
／
浪
ニ
亀
之
蒔
絵
／
金
森
宗
和
指
図
ニ
テ
正
保
之

頃
求
之
」
の
墨
書
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
宗
和
か
ら
加
賀
藩

筆
頭
家
老
本
多
安
房
守
に
宛
て
た
長
文
の
添
文
が
あ
り
、
こ

の
花
入
が
利
休
作
の
も
の
と
し
て
は
大
変
珍
し
い
も
の
で
あ

り
、
実
際
に
花
を
入
れ
て
床
に
掛
け
た
時
の
風
情
な
ど
が
、

細
か
に
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
箱
書
や
添
文
か
ら
す
れ

ば
、
正
保
の
頃
に
宗
和
の
扱
い
で
本
多
家
に
入
っ
た
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。

竹
の
花
入
ほ
ど
、
そ
の
茶
人
の
雅
趣
を
直
截
に
表
現
す
る
も

の
は
な
く
、
江
戸
時
代
に
は
さ
ら
に
多
く
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

を
生
み
出
し
て
い
く
の
で
す
。

ミュージアムショップ通信ミュージアムショップ通信

竹蒔絵浪に亀図二重切花入
千利休 大永2年（1522）～天正19年（1591）

桃山　16世紀

口径10.7 高81.5（cm）

「
北
野
天
満
宮
神
宝
展
」
関
連
行
事

講
　
演
　
会
〈
聴
講
無
料
〉

演
題
　
北
野
天
神
信
仰
と
加
賀
前
田
家

講
師
　
味み

酒さ
け

安
則
氏
（
太
宰
府
天
満
宮
文
化
研
究
所
主
管
学
芸
員
）

日
時
　
七
月
二
十
八
日（
日
）午
前
十
時
三
十
分
〜

会
場
　
当
館
ホ
ー
ル

「
プ
リ
ズ
ム
の
き
ら
め
き
か
ら

西
田
洋
一
郎

絵
画
空
間
」
関
連
行
事

講
　
演
　
会
〈
聴
講
無
料
〉

演
題
　
作
品
と
あ
ゆ
み

講
師
　
西
田
洋
一
郎
氏
（
画
家
）

日
時
　
七
月
七
日（
日
）午
後
一
時
三
十
分
〜

会
場
　
当
館
ホ
ー
ル

巷
ち
ま
た
で
は
W
杯
サ
ッ
カ
ー
の
余
韻
、
未
だ
覚
め
や
ら
ず
。

そ
れ
と
は
無
関
係
に
今
月
の
M
S
通
信
は
窮
屈
至
極
。

で
、
こ
ん
な
ネ
コ
の
額
の
よ
う
な
場
所
で
ご
紹
介
す
る

も
の
は
と
い
う
と
…
、
も
〜
こ
れ
し
か
な
い
、
大
河
ド

ラ
マ
「
利
家
と
ま
つ
」
関
連
グ
ッ
ズ
！
。
キ
ー
ホ
ル
ダ

ー
、
ス
ト
ラ
ッ
プ
、
ブ
ッ
ク
マ
ー
カ
ー
、
一
筆
箋
、
ク

リ
ア
フ
ァ
イ
ル
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
、
果
て

は
根
付
け
、
お
香
に
至
る
ま
で
、
各
種
ズ
ラ
リ
と
取
り

揃
え
ま
し
た
。
一
足
早
い
展
覧
会
図
録
（
後
日
紹
介
！
）

も
加
え
て
、
商
魂
た
く
ま
し
く
皆
様
の
お
越
し
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。
お
っ
と
、
こ
れ
ら
は
秋
の
展
覧
会
が

終
わ
る
ま
で
の
期
間
限
定
販
売
品
な
の
で
、
お
・
は
・

や
・
め
に
。


